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紅葉の候 

  大型で非常に強い台風 19 号が 12 日夜県内に最接近し、主に東北信の

住宅や農用地などに甚大な災害をもたらしました。被災された皆様に改めて

お見舞い申上げます。 

  さて、今回の協議会だよりでは、異常気象時の対応についてと安曇野市の新たな広域活動組織の

取組のご紹介をいたします。 

   

  異常気象時の対応 

  昨今、世界各地おいて気象災害が発生し、暴風雨や洪水などによる被害は非常に大きいものとな

っています。 

今回、農地維持活動の活動項目及び取組のなかで、農用地並び水路の異常気象時の対応・応急

措置について、ご紹介します。（農林水産省 HP 多面的機能交付金 3.活動内容の紹介 より引用） 
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8/31 北信 9/7 諏訪 

9/8 松本 9/9 北安曇 
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 10 月 12 日に木曽、11 月 7 日に上小・佐久で事務研修会を行う予定です。詳しいお知らせします。 
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新たな広域活動組織の取組（安曇野市）           

 

○はじめに 

 本県の多面的機能支払事業は、平成 26 年度の農地水保全管

理支払から多面的機能支払への制度改正を契機に、多くの組織

が新たに活動を開始しました。そのため、多くの組織が昨年度に 1

期目の 5年計画を終了し、令和の幕開けとともに、2期目の活動を

継続しています。 

各組織は、地域の特徴を活かして地域資源の保全に取り組ん

でいますが、高齢化や構成員の減少など様々な課題を抱えています。 

活動を継続し有効に交付金を活用するためには、事務処理の軽減も大きな課題の一つで、その対

策として組織の広域化は有効な手段と考えられます。 

長野県内でも昨年度まで 13 の広域活動組織が活動を行っていましたが、本年度、新たに 7 つの広

域活動組織が立ち上がり活動を開始し、そのうち 5 つが安曇野市の組織です。 

今回は安曇野市の組織の広域化についてご紹介します。 

 

○安曇野市の概況 

 安曇野市は、長野県中西部の雄大な北アルプスの麓に広がる肥沃な農地を有し、清らかな水と緑

豊かな自然に恵まれ、多産業が調和した田園産業都市として発展しています。 

「心の原風景」とも言える清冽な湧水と田園風景が広がる良

好な生活環境が維持され、約 95,000 人の市民が心豊かに暮ら

す地方中核都市です。 

 

○多面的機能支払の取組 

 このように自然豊かな安曇野市では、地域資源である農地や

水路等の保全活動が盛んで、多面的機能支払の取組は県内ト

ップクラスで、昨年度は５７組織が、市の農振農用地面積の５

７％のシェアに当る約３，５００ha の農地を対象に活動し、約 2 億 3,200 万円の交付を受けています。 

 本年度は、３５組織が５つの広域活動組織に生まれ変わり、２６組織が活動を継続しています。 

 

○広域化の経緯 

 安曇野市は、平成１７年に３町２村が合併して誕生した経緯から、広域活動組織も旧町村単位での

枠組みで検討がされてきました。 

 平成２４年から市農業再生協議会に多面的機能支払管理集落連携部会を設置し、活動組織間の連

携を図り、研修会を開催するとともに、４年ほど前からは広域化に向けた勉強会を開催するなど、市が

中心になって広域化を検討してきました。 
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 その結果、１組織は営農組織が中心となった広域化、その他４組織は市が中心となった広域化とし

て実現に至りました。 

○広域活動組織の概要 

・旧豊科町では、１５組織のうち１４組織が統合して「豊科広域環境保全会」を設立 

・旧穂高町では、１９組織のうち９組織が統合して「穂高広域環境保全会」を４組織が統合して「有明の

土地と水の会」をそれぞれ設立 

・旧明科町では、７組織のうち４組織が統合して「明科広域環境保全会」を設立 

・旧三郷村では、６組織のうち４組織が統合して「三郷広域環境保全会」を設立 

・旧堀金村では、広域化を検討しているものの現組織で活動を継続 

 

○広域化の特徴 

・営農組織が主体の広域活動組織は、営農組織が事務局となって活動を展開し、取組面積の拡大を

図っています。 

・市が主体の広域活動域組織は、当面は各組織が従来の活動を継続

しながら、段階的に広域事務局の体制を構築することとし、市の

再生協議会に統合した事務局を設置しています。 

・現段階での青写真では、本年度（１年目）が事務軽減に関わる全

体の構想を検討し、２年目以降で、長寿命化の一括管理や活動

記録など書類の集計、日当の口座振替等を順次進めていくこと

としています。 

・最終的には市内の組織の更なる広域化を進めていく構想もあります。 

・広域事務局の経費は、交付金の３．５％～５％を支出しています。 

 

○広域化の課題 

・広域化の枠組みはできましたが、広域化による事務軽減などのメリットが当初から十分に各組織にも

たらされてない現状があります。 

・広域の事務局体制構築が人材確保の面からなかなか思うようにいかず、大きな課題となっています。 

・４つの広域活動組織を統括する事務局は、現在臨時職員１名体制であり、長寿命化の円滑な執行の

ため、技術経験のある人材確保が急務となっています。 

・各集落の独自性を如何に確保していくかが課題となっています。 

 

○今後の展望 

・広域化１年目は、令和の幕開けとともに始まりましたが、現在は発展途上の段階であり、１１月には

先進地から講師を招いて研修会を開催する計画があるなど、情報共有と様々な検討を進めていくこ

とにより、より効率的な活動を目指しています。 

・今後は、各組織が広域化のメリットを如何に実感できるかが円滑な活動継続に繋がると考えられるこ

とから、早期の人材確保による事務局体制の構築を進めることとしています。 
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■問い合わせ先 

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

（担当：田中・白石） 

TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

E メール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 

今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から 

 今回は多面的機能支払交付金を活用しての異常

気象時の対応等と、安曇野市の広域化についてご紹

介しました。 

 今後とも皆様の活動のお役に立つ情報を発信してい

きますのでよろしくお願いいたします。 

 

≪技術研修会≫ 

〇研修内容  ・講義のテ-マ：「コンクリ－ト開水路の変状と簡易補修対策」                      

〇実践研修  ・現地での目地補修実演（業者による） 

【飯島町会場】 

日 時   １１月 19 日（火）   13：00～15：30 

場 所   飯島町文化館（小ホ－ル） 上伊那郡飯島町飯島 2489 番地    

【阿智村会場】 

日 時   １１月 20 日（水）   10：00～12：30 

          場 所   丸山ふれあいセンタ-     下伊那郡阿智村伍和 

  

  


